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レーザ光照射により生成される
液体プラズマの破壊しきい値特性に関する研究
Study on breakdown threshold of liquid plasma produced by laser light 
浦川降之t 津田紀生什，山田語t
Takayuki URAKAWA ラ NorioTUDA ， Jun YAMADA 
Abstract: Many works on plasma produced by laser light血agas or at a surface of solid have been carried out. 
But， plasma produced by laser light in liquid hav巴beenalmost studied.τ'he breakdown threshold of liquid 
plasma produced by laser light isinvestigated. Pure water with NaCl is irradiat巴dby XeCl Excimer laser with 
th巴wavelengthof 308nm， orYAG laser with th巴wavelengthof 1064nm or 532nm.τ'he absorption coefficient 
and focal spot siz巴 aremeasured， which are need巴din calculating exact light int巴nsityat focal spot. The 
breakdown threshold is observed. At low NaCl conc巴ntration，the breakdown threshold sharply decreases with 
























































パルス幅 30n6、ビーム径縦 llmmX横 24mmの XeCl
エキシマレーザ及び、波長 1064nm、最大出力 350mJ、





















































α=0.1 x [NaCI Concentration]+O.1 




















α= 0.1 x (NaCl濃度[%J) + 0.1 (2) 
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純水を溶媒とした濃度 0~24%の NaCl 水溶液中にレー
ザ光を照射した場合のレーザ光の吸収係数特性の測定及
び、レーザ光を集光した場合の焦点距離とスポット径の
測定を行った。その測定結果を用いて、液体プラズマの
破壊のしきい値特性について研究を行った。
吸収係数特性は、エキシマレーザーeは、 NaCl濃度が
高くなるにしたがって大きくなり、 YAGレーザでは、散
乱の影響が大きく、発振波長 1064nmと532nmのどち
らの場合においても、 13mづで、ほぼ一定になった。
破壊のしきい値特性は、エキシマレーザ、 YAGレーザ
共に NaCl濃度が高くなるにしたがって、しきい値は減
少し、ある値からは一定値に近づいていることが分かつ
た。これは、水素原子、酸素原子、塩素原子の電離電圧
と比べて、ナトリウム原子の電離電圧が低く、アルカリ
金属であるナトリウム原子の衝突断面積が他の原子より
大きいため、ナトリウム原子がプラズマの生成に大きく
関与し、ナトリウム原子が増加すると電離確率が大きく
なるためだと考えられる。一定になる原因としては、
NaCl濃度が増加しすぎてしまい十分な電離エネルギー
を得る以前に衝突が起こる確率の方が大きくなるためだ
と考えられる。エキシマレーザでの結果からスポット径
に依存することが分かり、YAGレーザの結果から波長に
依存しないということが分かつた。
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